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１．経営成績・財政状態に関する分析 

 

(1) 経営成績に関する分析 

① 当連結会計年度の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、円安、原油安等に伴う企業業績の上振れ期待や雇用情勢の回復が見ら

れましたが、個人消費が伸び悩んだこともあり、景気回復は緩やかなものとなりました。一方、原油価格は下げ

止まりの兆しが見えるものの、依然として新興国経済の下振れリスクや、円高の進行による減速感が強まるなど、

先行きは不透明な状況となっております。 

印刷業界におきましては、ペーパーレス化に伴う需要の減少や同業者間の受注競争の激化による受注単価の下

落などが続いており、依然として厳しい経営環境にあります。 

このような環境下にあって当社グループは、創業80周年「進化の年」の会社方針のもと、当期迎えた創業80周

年を機に、社員一人ひとりが、そして会社が進化しレベルアップすることにより今後も持続的に発展していく企

業でありたい。そのような新たな進化のはじまりの年にしたいと考え、当社グループの強みである総合力を活か

した積極的な販促体制により業績向上に努めました。 

以上の結果、当連結会計年度における売上高は157億27百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益は１億22百万

円（前年同期は営業損失92百万円）、経常利益は２億61百万円（前年同期比533.4％増）、親会社株主に帰属する

当期純利益は１億51百万円（前年同期比668.1％増）となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

（印刷事業） 

一般商業印刷物の売上高は折込チラシなどが減少しましたが、主力製品であるカタログや会報などの定期

刊行物の増加により112億80百万円（前年同期比0.4％増）となりました。また、包装印刷物の売上高はパッ

ケージなどの減少により21億49百万円（前年同期0.9％減）、出版印刷物の売上高は18億９百万円（前年同期

比6.6％増）、合計売上高は152億39百万円（前年同期比0.9％増）となり、営業利益は67百万円（前年同期は

営業損失１億円）となりました。 

（イベント事業） 

売上高は大型イベントの開催等により５億13百万円（前年同期比66.8％増）と大きく増加し、営業利益は

52百万円（前年同期比1,209.7％増）となりました。 

 

② 次期の見通し 

次期の見通しにつきましては、国内景気は、企業の設備投資は堅調に推移するものの、個人消費の不振やさら

なる円高の進行など、依然として不透明な状況が続くものと思われます。 

印刷業界におきましては、印刷需要の減退や価格競争の激化などにより、市場環境は引き続き厳しい状況が続

くものと思われます。 

このような環境下にあって当社グループは、「見える化推進の年」を会社方針としました。企業内に存在する

問題を可視化し、認識を共有することで、見えてきたさまざまな課題を解決していく一年にしていきたいと考え

ております。 

以上のことから、次期の業績の見通しといたしましては、売上高161億96百万円、営業利益１億77百万円、経常

利益２億69百万円、親会社株主に帰属する当期純利益１億41百万円を見込んでおります。 

 

(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の分析 

（流動資産） 

当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末と比べて３億14百万円増加し、72億93百万円とな

りました。これは、現金及び預金が３億２百万円増加したこと等が主な要因であります。 

（固定資産） 

当連結会計年度末における固定資産は、前連結会計年度末と比べて３億22百万円減少し、107億81百万円とな

りました。これは、機械装置及び運搬具が２億67百万円増加しましたが、投資有価証券が売却などにより５億

８百万円減少したこと等が主な要因であります。 

（流動負債） 

当連結会計年度末における流動負債は、前連結会計年度末と比べて69百万円増加し、50億47百万円となりま

した。これは、支払手形及び買掛金が１億25百万円、１年内返済予定の長期借入金が87百万円それぞれ減少し

ましたが、短期借入金が１億90百万円、未払法人税等が１億52百万円それぞれ増加したこと等が主な要因であ

ります。 
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（固定負債） 

当連結会計年度末における固定負債は、前連結会計年度末と比べて１億90百万円増加し、32億46百万円とな

りました。これは、退職給付に係る負債が２億円増加したこと等が主な要因であります。 

（純 資 産） 

当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末と比べて２億68百万円減少し、97億81百万円となり

ました。これは、その他有価証券評価差額金が２億59百万円減少したこと等が主な要因であります。 

② キャッシュ・フローの分析 

当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、24億２百万円となりました。当連結会計年度におけるキャッシ

ュ・フローの状況は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少１億25百万円や、未払消費税等の

減少１億73百万円に対し、減価償却費６億73百万円などがあったこと等により８億80百万円の収入（前年同期

は８億95百万円の収入）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却及び償還による収入２億54百

万円に対し、有形固定資産の取得による支出８億69百万円があったこと等により５億７百万円の支出（前年同

期は２億38百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入による収入14億20百万円に対し、短期借

入金の返済による支出12億30百万円があったこと等により72百万円の支出（前年同期は３億11百万円の支出）

となりました。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成27年３月期 平成28年３月期 

自己資本比率（％） 55.6 54.1 

時価ベースの自己資本比率（％） 43.6 37.9 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 2.1 2.2 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 50.8 58.8 

（注）自己資本比率           ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象

としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しており

ます。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

① 利益配分に関する基本方針 

当社グループは、将来における経営体質の強化や収益の向上に必要な設備投資、研究開発等を実行するため

の内部留保資金を確保しつつ、経営成績などを勘案し、安定かつ継続的に行うことを配当政策の基本方針とし

ております。 

今後につきましても基本方針を維持しつつ、中長期的な設備計画、事業展開を図る中で、株主に対する利益

還元を経営上重要な施策の一つとして位置づけ、一層の株主価値向上を目指し、経営成績を考慮した配当政策

を実施してまいります。 

② 当期・次期の配当 

当期の期末配当金につきましては、普通配当を１株当たり３円とし、創業80周年を迎えた記念配当として１

円を加え、１株当たり４円の実施を予定しており、中間配当金として１株当たり３円をお支払いたしておりま

すので、年間配当金は、１株当たり７円となります。この結果、純資産配当率は 1.2％となります。 

次期の配当金につきましては、基本方針に基づき、１株当たり年間配当金６円を予定しております。 
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(4) 事業等のリスク 

経営成績及び財政状態に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下

のようなものがあります。 

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。 

① 印刷用紙の価格変動について 

当社グループの製品の主要材料のほとんどは印刷用紙が占めております。その印刷用紙の価格は市況により

変動いたします。急激な市況の変化による仕入価格の上昇により、販売価格に転嫁するまでにタイムラグが生

じたり、完全に販売価格に転嫁できない場合は、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

② 価格競争について 

当社グループが事業を展開する市場の一部は、競争の激化により受注価格の低下が進んでおります。当社グ

ループは、付加価値の高い製品の開発とコスト削減による利益の確保に努め、価格低下に対応していく方針で

ありますが、さらなる競争の激化により今後の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

③ 売上債権の回収について 

当社グループは与信管理の強化に努めておりますが、得意先の倒産などによる貸倒れが生じた場合、当社グ

ループの業績及び財政状態に影響を与える可能性があります。 

④ 有価証券投資について 

当社グループは、取引先との関係を友好かつ強固なものにするため、主要取引先の株式を所有しております。

当連結会計年度末における投資有価証券の連結貸借対照表計上額の合計は28億10百万円であり、当社グループ

の総資産額（当連結会計年度末180億75百万円）に対して多額なものとなっております。従いまして、株式相場

の推移状況によっては、将来の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性があります。 

⑤ 個人情報の管理について 

当社グループは、個人情報の管理に十分留意しており、プライバシーマークも取得し、現在まで個人情報の

流出による問題は発生しておりませんが、今後、不測の事態により、万が一、個人情報の流出による問題が発

生した場合、当社グループへの損害賠償請求や信用の低下等により、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑥ 災害の発生について 

製造設備等の主要設備には防火、耐震対策等を実施しておりますが、大地震などにより予想を超える被害が

発生し生産活動が停止した場合、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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２．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社グループは、「革新」「法令順守」「環境」の３つを経営の柱とし、常にお客様を第一に考え、人・物・

情報を集積・発信し、印刷を核に持続的に発展し、社会に貢献することを経営理念として掲げ、更に下記の５つ

の経営基本方針によって当社グループが目指すべき姿を明確にしております。 

① 積極経営 

変化に迅速に対応できる企業を目指すため、俊敏な判断力と行動力で対応すると共に前向きな投資には積極

的に取組んでまいります。 

② イノベーション経営 

柔軟で多面的な広い視野を持ち、継続的に変革・革新を続けます。 

③ コンプライアンス経営 

法令、規律を遵守し、社会的信用のある企業経営を堅持します。 

④ 環境経営 

ＩＳＯ１４００１、ＦＳＣ認証取得企業として、環境保全に積極的に取り組んでまいります。 

⑤ 人間尊重企業 

自由闊達の社風を尊重し、社員の主体性、創造性、チャレンジ精神を大切にします。 

 

(2) 目標とする経営指標 

当社グループは、生産性の向上と経費削減を推進することにより営業利益率を高め、自己資本当期純利益率

（ＲＯＥ）を向上することを目標とし、企業価値の増大に努めていく所存であります。 

 

(3) 中長期的な会社の経営戦略 

① 当社グループは、東京、名古屋、大阪の大都市圏を中心に重点営業を展開し、営業方法のシステム化による組

織的な高効率営業により受注・販売力の増大を図ってまいります。更には、イベント運営、ＩＴＣ技術、最新

印刷技術等のノウハウを活かし、新規事業の礎を築くと共に、進出したタイを営業拠点の足がかりに、アジア

戦略を展開してまいります。 

② 最新鋭設備を活かした効率的・合理的な生産システムの構築と、他社に負けない競争力ある生産体制の確立と

共に、不良撲滅を推進するため、徹底的な手順化と組織的なチェック体制や教育の浸透を図り、サンメッセＱ

ＭＳを基本とした品質保証体制を更に発展させてまいります。 

③ 能力に応じた評価制度と目標管理の導入で組織を活性化し、キャリア形成に連動した教育プログラムを構築し、

人材育成を図ると共に、上場企業として、法令・社会的規範の順守、環境保護、社会貢献活動、株主利益の保

護などの企業の社会的責任（ＣＳＲ）を積極的に果たしつつ、企業の価値を向上させ、持続可能な発展の礎を

築いてまいります。 

④ 「プライバシーマーク」取得企業として、お客様の信頼を裏切ることのないよう個人情報のみならず、あらゆ

る情報の保護・管理を徹底し、安全性・信頼性を追及してまいります。更には、省資源、省エネルギー、廃棄

物の削減、リサイクルの推進など、積極的に環境保全活動を推進してまいります。 

 

(4) 会社の対処すべき課題 

① 商業印刷分野、パッケージ印刷分野、ＩＰＳ分野、メディア事業分野など、総合力を強化して、複合的かつ複

雑的なビジネス展開、新事業を展開し、また、それに伴う人材育成、組織体制をスピードを上げて構築してま

いります。また、単に印刷物を供給するという製造業としての側面から、顧客側へのサービス業へ、更には、

情報を管理する新ビジネスモデル展開へ発展させ、業態そのものの方向性を変えてまいります。 

② 市場や顧客に対して、当社グループの強みである「総合力」を活かして、積極的な販促展開を行い、全方位型

営業受注体制を強化するとともに、顧客側の視点に立ったマーケティング発想での営業展開ができる体制をよ

り強化してまいります。そして、顧客側の指示による提案ではなく、要望を先取りした適正適時の自主提案を

心掛け、顧客満足度を高めてまいります。 

③ 印刷価格の下落やチラシの低迷に伴い、従来のやり方では利益が創出できない状況になってきており、現有の

人員での生産加工高を上げるため、各プロセスの統廃合、工場間の負荷量の平準化、人員の見直しを行い、最

新設備の導入メリットを充分に活かせる生産体制を確立してまいります。 

④ 「人」の育成をメインテーマに、将来を担う優秀な人材の採用と、階層別、職種別の研修など社員の成長を支

援する教育体制の構築を実施してまいります。また、社員一人ひとりが個人の目標を明確にして、目標達成度

や成果を評価するための目標管理制度と、能力主義の比率を高めた公正な人事考課制度を目指して整備してま

いります。 

⑤ 品質マネジメント、環境マネジメント、個人情報保護システムの適正運用をベースとした上で、一社責任体制
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を強化しつつ、品質保証された製品を安定供給することによって、お客様からの信頼を向上させていくと共に、

品質教育の機会を増やし、社員のやる気を引き出し、現場力の向上を目指してまいります。 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、日本基準により連結財務諸表を作成しております。なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の具体

的な適用時期は未定です。 
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

会計方針の変更 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を、当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については連結

財務諸表の組替えを行っております。 

 

 

（セグメント情報等） 

セグメント情報 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、一般商業印刷物、包装印刷物、出版印刷物で構成される「印刷事業」と、イベントの企

画、運営を行う「イベント事業」の２つを報告セグメントとしております。 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベース又は営業損失ベースの数値であります。また、セグメ

ント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント  

印刷事業 イベント事業 合計 

調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額 

（注）２ 

売上高  

外部顧客への売上高 15,089,850 271,095 15,360,946 － 15,360,946

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
12,743 36,660 49,403 △49,403 －

計 15,102,593 307,756 15,410,349 △49,403 15,360,946

セグメント利益又は損失（△） △100,022 3,999 △96,023 3,775 △92,247

セグメント資産 17,913,909 171,745 18,085,655 △2,565 18,083,089

その他の項目  

減価償却費 668,791 422 669,214 160 669,374

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
364,974 224 365,198 － 365,198

（注）１．調整額は、以下の通りであります。 

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額3,775千円は、セグメント間取引消去であります。 

(2) セグメント資産の調整額△2,565千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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当連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント  

印刷事業 イベント事業 合計 

調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額 

（注）２ 

売上高  

外部顧客への売上高 15,217,946 509,584 15,727,531 － 15,727,531

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
21,978 3,675 25,653 △25,653 －

計 15,239,924 513,259 15,753,184 △25,653 15,727,531

セグメント利益 67,153 52,374 119,528 3,226 122,754

セグメント資産 17,791,152 286,303 18,077,455 △2,146 18,075,308

その他の項目  

減価償却費 660,645 722 661,367 521 661,889

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
813,800 3,505 817,306 － 817,306

（注）１．調整額は、以下の通りであります。 

(1) セグメント利益の調整額3,226千円は、セグメント間取引消去であります。 

(2) セグメント資産の調整額△2,146千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

（１株当たり情報） 

 

前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

  至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 

  至 平成28年３月31日） 

１株当たり純資産額 584.25円 568.64円 

１株当たり当期純利益金額 1.15円 8.80円 

（注）１．表示単位未満の端数は四捨五入しております。 

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

 

前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

  至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 

  至 平成28年３月31日） 

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 19,703 151,341 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益（千円） 
19,703 151,341 

普通株式の期中平均株式数（株） 17,202,356 17,202,356 

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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